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あらまし：本研究は，大学生の自己調整力習得を目的に開発されたコンテンツへのアクセス管理システム，

Self-Regulator を導入して，反転授業として実施された３つの授業を対象に，新型コロナウイルスによる

対面授業中止，学期短縮などの影響を検討したものである．その結果，2020 年の授業では週末にまとめ

て受講する学生がほとんどみられず，受講期間のはじめに学ぶ「先行型」学生や，反対に締切直前に受講

する「駆け込み型」の学生の比率が高まった． 
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1. はじめに 
新型コロナウイルス感染症によって 2020 年度の

教育界はこれまでにないレベルで遠隔教育に取り組

むことになった．高等教育においても，ライブ（同

期型）のオンライン授業と並んで，オンデマンド（非

同期型）授業が活用され，繰り返し受講などのメリ

ットとともに教材の質や受講のモチベーションの問

題が指摘された（1）． 
本研究の報告者は，学生に対して計画的な受講習

慣定着を支援するシステム Self-Regulator（以下，SR 
と表記）を開発・改善し，その効果的な活用方法の

構築を目的として実践研究を続けてきた（2）（3）．SR
は，受講計画を登録しなければ受講できないシステ

ムであり，報告者は，2015 年から反転授業形式の科

目で用いている． 
2020 年度は反転授業の対面部分が Zoom を用いた

ライブ授業となった．また，後述するように授業回

数やオンデマンドコンテンツの受講期間も 2019 年

度までとは異なった．このような環境の影響を検討

することは，SR の活用可能性の拡大の観点からも，

今回の感染が終息した後のオンデマンドコンテンツ

使用方法の観点からも意味があると考えられる． 
 

2. 研究目的・方法 
2.1 目的 

本研究の目的は，新型コロナウイルスによる対面

授業中止が SR を用いた受講状況にどのような影響

を与えたかを検討する第一歩として，受講ログこと

である． 

2.2 対象 

本研究の対象となったのは，表 1 にあげた３つの

授業で，各授業 24 名の学生が受講した．いずれも同

一の教員が担当した A 大学の初年次ゼミで，総合大

学である A 大学全学部の 1 年生が受講する前期の必

修科目であった．基本的には反転授業として実施さ

れ，学生は予習用ビデオコンテンツを受講してから， 

表 1 対象とする授業と教材の設定 
年度 計画登録期間 受講期間 
2018 4/17-24:8 日間（7 本） 

5/15-22:8 日間（9 本） 
4/24-5/22: 29 日間 
5/23-7/3: 42 日間 

2019 4/16-23: 8 日間（7 本） 
5/21-28: 8 日間（9 本） 

4/24-5/21: 28 日間 
5/22-7/9: 49 日間 

2020 授業日-翌日: 2 日間（3
本，4 本，3 本） 

授業終了後－ 
翌週授業: 8 日間 

 
グループワークで課題に取り組む対面授業に臨んだ．

各授業回のコンテンツは 1～3 本であり，1 本あたり

15 分から 20 分程度のビデオ教材であった． 
2020 年度がそれ以前の授業と異なる点は，受講計

画登録期間と受講期間が短いこと，計画登録期間と

受講期間が重複していることである．このようにコ

ンパクトな設定とした理由は，本来 15 回行う授業が

13 回に短縮されたことや，他の授業でも多くのオン

デマンドコンテンツを受講する必要があると予測で

きたためである． 
 

2.3 研究方法 

まず，学生ごとの傾向を確認するため，3 年分 72
名の学生のオンデマンドコンテンツの受講時間のう

ち，SR を使用していた期間のコンテンツへのアクセ

ス時間の分布に着目して学生別に受講パターンを分

類する．続いて，それぞれのパターンのカテゴリに

含まれる学生の割合を年度別に比較して，特徴を明

らかにする． 
 

3. 結果 
3.1 オンデマンドコンテンツ受講パターン 

結果として，A：一日の決まった時間帯に学ぶ傾

向を持つ学生（定時型），B：同じ曜日に学ぶ傾向を

持つ学生（曜日固定型），C：一貫した傾向がみられ

なかった学生（不規則型）に大別できた．さらに B
は B-1：週末に学ぶ傾向（週末型），B-2：締め切り 
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表 2 受講パターン（N=24, A と B に重複あり） 
タイプ 2018 2019 2020 

A 定時型 6 11 5 
B 
曜日 
固定型 

1 週末型 5 9 1 

2 駆け込み型 1 1 5 

3 先行型 5 1 6 

C 不規則型 10 7 10 
 

直前に学ぶ傾向を持つ学生（駆け込み型），B-3：授

業終了後に学ぶ傾向を持つ学生（先行型）に分けら

れた．さらに，A と同時に B である者，つまり特定

の曜日の特定の時間に学習する者もいた（表 2）． 

3.2 2020 年度の特徴 

2020 年度は，タイプ B-1（週末型）がほとんどい

なかった．実際，図 1 において，他の年度でみられ

るように，学期の中盤の週末（赤色）に多くのアク

セスを集める現象は現れず，授業日（緑色）やその

翌日に集中して，次の締切が近づくにつれて減少す

るパターンが繰り返された．また，他の年度では授

業日に駆け込み受講する学生はほとんどいなかった

が，2020 年度には，締め切り直前に受講する学生も

ある程度存在し，これが授業日へのアクセスを高め

る一因であった． 
 

4. 考察・課題 
2020 年度に前の年度までと異なる傾向が表れた

原因は，いくつか想定できる．まず，学習環境があ

げられる．A 大学の 2020 年度前期授業は原則として

すべてオンラインで実施され，学生の多くがアルバ

イトもできなかった．つまり，学生は曜日に関係な

く，ステイホームの状況が続く中で基本的に自宅か

ら受講していたため，曜日の影響が薄れてもっぱら

締め切り時間やライブ授業実施日を基準として学習

計画を立てたと推測できる． 

次に，授業設計そのものの影響を受けた可能性も

ある．具体的には，受講の締め切りが前年までより

細かく設けられたため，実質一週間で受講すること

となり，B-3（先行型）と B-1（駆け込み型）が増え

たとも考えられる．また，そのような中，A（定時

型）の学生が一定数いたことも注目に値する． 
報告者は今回用いた受講ログの他に，受講学生の

自己調整学習尺度データ，成績データ，受講計画の

変更履歴などのデータも持っている．今後は，これ

らも分析対象に加えて，どのような自己調整レディ

ネスを持つ学生が，どのような受講計画をいつ入力

して，どのように変更したのかなども分析し，受講

パターンの形成要因や，学習環境に応じた SR の活

用方法を探究する． 
新型コロナウイルスによって，多くの大学・教員

が「緊急避難的に」始めたオンライン授業は，ほぼ

すべての教員・学生がオンライン授業を経験すると

いう状況を生み出した．少なくともインフラや端末

の面では，今回の流行が終息した後も，オンデマン

ドコンテンツを提供する基盤が整ったといえる．SR
の使用状況の分析を通して，オンデマンドコンテン

ツで学ぶ学生の自己調整の実態を明らかにするとと

もに，支援方法の開発を試みたい． 
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図 1 日別受講回数（上から 2018 年，19 年，20 年）赤：週末・祝日，緑：授業日，赤囲い：受講締切日 
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